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結果だけでなく途中の式と説明も書くこと。

調和振動子の場合（講義ノート §2.9）と同様に、角運動量代数の計算を座標表示で行うことによって
球面調和関数を考える。j2の固有値を λ、ĵzの固有値をmとすると、mが最大値 jである状態 |λ, j ⟩
は

ĵ+|λ, j ⟩ = 0

を満たす。これを極座標 (r, θ, ϕ)で表示すると
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となる。ただし iは虚数単位、jは整数であり、Θ(θ)は角度 θの関数である。次の問に答えよ。

1. Θ(θ)に関する微分方程式を導け。

2. 微分方程式を変数分離で解きΘ(θ)の一般解を求めよ。ヒント： d
dx
[ln f(x)] = 1
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講義についての質問や、ご意見ご要望があれば末尾に書いてください。


